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1．背景と研究目的 

窒化処理は硬度や耐摩耗性などの機械的特性の向上を目的として、自動車や航空機部品、治工具、金

型などの様々な分野で工業的に利用されている。特に最近では PVD コーティングの密着性向上のため

に、下地に窒化処理を行うことが増えており、表面荒れが小さく、化合物層が形成されない窒化処理が

求められている。そこで本研究では、種々の処理条件にてプラズマ窒化処理したサンプルの化合物層に

ついて評価を行うことを目的とした。 

 

2．実験内容 

種々の処理条件にてプラズマ窒化処理した SKD61（12×12×5 mm）をサンプルとし、12×12 mm の

窒化面に対して X 線回折測定を行い、まずは化合物層の形成の有無を調べた。そして、化合物層が形成

されていたサンプルについては、窒化面内の端部から中心部にかけて複数点の測定を行い、化合物層の

面内の厚さ分布を調べた。 

 

3．結果および考察 

図１に X 線回折測定結果（化合物層の形成有無）を示す。測定結果より、条件 A については、化合

物層である鉄窒化物（Fe3N、Fe4N）のピークが検出されなかったことから、化合物層は形成されていな

いという結果が得られた。条件 B については、鉄窒化物のピークが検出されたことから、化合物層の形

成が確認された。 

図２に条件 B における X 線回折測定結果（化合物層の面内分布）を示す。測定結果より、端部から中

心部に近づくにつれ、鉄窒化物のピーク強度が下がり、鉄（αFe）のピーク強度が上がっていた。また、

鉄と鉄窒化物のピーク比と X 線の侵入深さより、化合物層の厚さを推定すると、端から 1 mm の地点で

は約 1.7 µm、3 mm の地点では約 1.3 µm、5 mm の地点では約 1.2 µm であり、端部から中心部にかけて

化合物層の厚さは薄くなっていた。この薄くなっていた理由としては、エッジ効果が考えられる。 
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図１ X 線回折測定結果 
   （化合物層の形成有無） 

図２ X 線回折測定結果 
   （化合物層の面内分布） 


